
令和７年度 第２回美瑛町図書館協議会議案 

 

日 時 令和８年３月２７日（金）午後３時 

場 所 美瑛町図書館 会議室 

 

１．開会 

 

２．町民憲章朗唱 

 

３．会長挨拶 

 

４．議題 

（１）令和７年度図書館利用状況等について 

（２）令和７年度事業実績について 

 （３）令和８年度予算（案）について 

 （４）「子どもの読書活動推進計画」（第３次）の策定について 

（５）その他 

 

５．閉会 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

町 民 憲 章 
 

 

わたくしたちは、美瑛町の町民であることに誇りと責任 

を感じ、この憲章を掲げてその実践につとめましょう。 

 

 

１．心もからだもすこやかに、 

りっぱにつとめをはたしましょう。 

１．互いにむつみ話し合い、 

楽しい家庭をつくりましょう。 

１．きまりを守り助けあい、 

明るい社会をつくりましょう。 

１．自然を愛し文化をたかめ、 

豊かな郷土をつくりましょう。 

 

 

町民憲章（昭和３８年２月制定） 

 

町民としての自覚と誇りをもち、あすへむかって力強く

歩みを進めるために、町民の総意をこめて、格調高く平

明な文で構成した。 



児童書 一般書 合計 １日当 児童書 一般書 合計 １日当

総　記 211 238 449 1.6 248 394 642 2.4

宗教・心理学 296 838 1,134 4.2 367 857 1,224 4.5

歴史・地理 518 1,722 2,240 8.2 558 1,893 2,451 9.0

社会・教育 413 1,388 1,801 6.6 655 1,661 2,316 8.5

理科・医療 1,755 1,606 3,361 12.3 2,042 1,586 3,628 13.3

工学・家政学 590 4,205 4,795 17.6 760 4,481 5,241 19.2

産　業 255 779 1,034 3.8 333 951 1,284 4.7

芸術・ｽﾎﾟｰﾂ 940 1,536 2,476 9.1 962 1,484 2,446 9.0

言　語 213 119 332 1.2 175 322 497 1.8

文　学 3,156 12,542 15,698 57.5 4,426 13,413 17,839 65.3

絵本・紙芝居 12,426 0 12,426 45.5 12,118 0 12,118 44.4

雑　誌 0 2,567 2,567 9.4 0 2,821 2,821 10.3

視聴覚 0 1,041 1,041 3.8 0 1,602 1,602 5.9

漫　画 15,616 0 15,616 57.2 17,747 0 17,747 65.0

郷土資料等 0 218 218 0.8 0 238 238 0.9

合　計 36,389 28,799 65,188 238.8 40,391 31,703 72,094 264.1

人数 1日当 1人当貸出 人数 1日当 1人当貸出

利用者数 13,409 49.1 4.8 14,913 54.6 4.8

人数 1日当 人数 1日当

来館者数 40,276 147.5 41,271 151.2

（１）利用状況等について（４月～２月）

分類

R7貸出状況（開館274日） R6貸出状況（開館273日）

※小中学校休業中の月曜祝日開館中

４月～２月
R7(～2月28日・開館274日) R6(～2月28日・開館273日)

４月～２月
R7(～2月28日・開館274日) R6(～2月28日・開館273日)



※　継…継続　　新…新規　

№ 区分 事　　業　　名 内　　容 期　　日 実　　績 会　場 対　象 備　考

1 継 図書購入事業
一般書、児童書、視聴覚資料、雑誌を選定し購入を行なう。
利用者からのリクエストにも応じる。

通年
一般書    1,278冊　　児童書 　715冊　視聴覚  　4本
雑誌   　　571冊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見込）

全利用者

2 継 図書貸出事業 図書資料の貸出を行う。 通年 貸出冊数　     71,114冊　　　利用人数　14,628人　　　　　　　　　　　 　　（見込） 図書館 全利用者 開館日数　298日

3 継 図書相互貸借事業
利用者からリクエストされた図書が当館にない場合、他の図書館から借
受し、利用者へ貸出す。また他館への貸出しも行う。

通年
貸出  184件
借受　396  件　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（見込）

図書館 全利用者

4 継 ブックスタート事業

『赤ちゃんの心の成長には、本を読んであげることや話しかけてあげるこ
とが大切』というコンセプトをもとに、絵本の読み聞かせ（おはなし会「あ
いあい」協力）によるコミュニケーションの手法を保護者に伝え、絵本を
贈る。

毎月１回
第３木曜日

開催数　11回　（2月開催分まで）
参加者数　　37人
不参加による贈呈　　３人

図書館
対象者　37人
生後6～12ヶ月

参加できなかった方には、見本の
中から選んでいただいた絵本を受
け付けまたは郵送で贈呈。

5 今月のおすすめ本コーナー開設 通年
4・5月「図書館フレッシャーズフェア」／6・7月「バリアフリーと読書」／9・10月「本
で旅する　星の世界」／11・12月「昭和100年特集 」／1・2月「2026馬特集」／3
月「こじまのたな―話すこと、そして聞くこと―」

図書館 全利用者 広報・ホームページでの周知

6 図書館おはなし会（子供向け）
毎月

第２・４土曜日
開催数   　　　23回（2月開催分まで）
参加者数　　 267人

図書館 全町民
図書館ボランティアおはなし会「あ
いあい」による読み聞かせなど。

7 子どもが利用する施設への貸出事業 通年
なかよし児童館（6回・各回50冊程度）
美瑛東小学童保育（6回・各回50冊程度）

各施設 全町民

8 公共施設への貸出事業 通年 ビ・エール 各施設 全町民

9 壁面の展示スペースでの企画展示 通年

5月「コミュニケーションマーク展示」／6月「ぱれっとの会絵画展」／7月「帯アート
愛好会　帯アート展」／8月「入山恵津子氏　パステル画展」／9月「華嶂書道教
室　書道作品展」／10月「星空の街・あおぞらの街全国大会in美瑛　歴代ポス
ター展示」／11月「美しい村協議会　絵画コンクール入賞作品展示」／12月「図
書館ツリーを飾ろう」（町民参加型）／1月「華嶂書道教室　ペン習字と書道作品
展」／2月「小北敏明氏　スマホで撮った雪の結晶写真展パート2」／3月「子ども
支援センター写真展」

図書館 全町民

10
図書館夏まつり

8月9日
ミニ古本市：持ち帰り274冊　おはなし会：22名　くじ引き：40名　ラコリーヌ　ワーク
ショップ：38名　ヨーヨー釣り：58名　七夕短冊：175枚

図書館 全町民

11
古本市
除籍資料及び寄贈本の無償配布

11月1日 来場者数168人 　持帰り冊数3,075冊 図書館 全町民

12 図書館フェスティバル 11月8日
人形劇：26名　工作会（ロケット・けん玉作り）：13名　ひみつのお楽しみ（射的）：
38名　おはなし会：12名

図書館 全町民

13 図書館クリスマス会 12月20日
工作会（カード作り）：15名　お楽しみくじ：38名　おはなし会：25名　クリスマスツ
リーを飾ろう：44名

図書館 全町民

14 書道ワークショップ　新年を彩るカレンダー作り 1月12日 18名（事前予約制） 図書館 全町民

15 小中学校長期休暇中の月曜祝日開館 夏・冬期 町内小中学校の夏・冬期長期期間中、月曜日及び祝日臨時開館　計6日 図書館 全町民

16 学校図書館の環境整備支援 通年
全小中学校に図書館司書が巡回し、学校図書室の運営方法等について協議や
提案を行っている。

各学校 小中学校

17 図書館からの団体貸出の実施 通年
各小中学校へ団体貸出実施
全小学校への夏休み・冬休み前団体貸出実施

各学校 小中学校

18 学校での読み聞かせ 通年 月１回 美瑛東小 小学生 協力：おはなし会「あいあい」

19
読書通帳の利用と読書活動を推進するため、町内の中学生以下を対
象に読書通帳（216冊分）1冊分を読了するごとに本を1冊贈呈する。

通年
贈呈人数：65人　（2月時点）
（1冊目　7人　2冊目以降　58人）

図書館 幼児、小中学生

20 こども読書週間「図書館こどもの日スペシャル」 5月5日 おはなし会：19名 図書館 全町民

継 学校支援事業

継 子どもの読書活動応援事業

（２）令和7年度事業実績［図書館］

継 読書活動推進事業

継 図書館利用促進事業



（３）令和８年度予算（案）

R7 R８ 増減 内容

図書館管理運営事業 26,316 25,966 △ 350

報酬 7,302 8,326 1,024 協議会委員・会計年度任用職員報酬

職員手当等 3,611 4,102 491 会計年度任用職員手当

共済費 1,411 2,315 904 会計年度任用職員社会保険料

報償費 120 120 0 講師謝礼

旅費 職員旅費 65 53 △ 12 職員旅費

旅費 費用弁済 28 47 19 会計年度任用職員通勤手当

需用費 消耗品費 699 498 △ 201 一般消耗品

需用費 印刷製本費 0 1,515 1,515 利用カード等印刷費用

需用費 光熱水費 4,827 5,025 198 光熱水費

需用費 修繕料 4,547 30 △ 4,517 外調機修繕工事終了

役務費 120 145 25 電話料

委託料 3,481 3,466 △ 15 施設維持管理等委託

使用料及び賃借料 82 300 218 コピー機・AED賃借料等

負担金補助及び交付金 23 24 1 福祉協会・団体・諸会議負担金

図書購入事業 4,000 3,488 △ 512

需用費 4,000 3,488 △ 512

　（一般書） 2,192 1,760 △ 432

　（児童書） 1,368 1,232 △ 136

　（視聴覚資料） 40 46 6

　（雑誌） 400 450 50

図書管理事業 1,935 2,403 468

委託料 1,671 2,086 415 図書館ｼｽﾃﾑ保守管理料

使用料及び賃借料 264 317 53 図書データ使用料

ブックスタート事業 74 74 0

報償費 74 74 0 贈呈絵本

読み聞かせグループ支援事業 36 36 0

需用費 30 30 0 消耗品

役務費 6 6 0 ボランティア保険料

読書活動応援事業 156 156 0

報償費 156 156 0 贈呈本

図書館照明LED化事業 0 57,453 57,453

委託料 0 57,453 57,453 館内照明LED化工事

図書システム更新事業 7,200 0 △ 7,200

委託料 7,200 0 △ 7,200 システム更新業務委託

合　　　　計 39,717 89,576 49,859 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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美瑛町子どもの読書活動推進計画
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はじめに 

 

子どもの読書活動は、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊かな

ものにするなど、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で欠くことのできな

いものです。 

しかし、スマートフォンなどの情報機器類の急速な進歩や情報ツール（ＳＮＳ

等）の普及といった社会環境の変化、さらには、幼児期からの読書習慣の未形成な

どにより、子どもの「読書離れ」「活字離れ」が憂慮されています。また、教育現

場では読書習慣と学力に一定の関連性があることが指摘されており、深く考察する

力や自分の思いを言葉で伝える力の低下につながることが懸念されています。 

平成１３年１２月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が施行されたのを

受け、北海道教育委員会では、平成１５年１１月に「北海道子どもの読書活動推進

計画」を策定し、現在「第５次計画」を展開しています。 

美瑛町においても、乳幼児期から保護者とともに読書に親しみ、楽しめる体験が

できる機会をつくるなど、子どもたちにとって読書活動が日常習慣となるよう様々

な取組を行ってきました。このたび、国・道の基本計画を踏まえ、子どもの読書活

動の一層の推進のため、子どもの発達段階に応じた具体的な取組を掲げ、家庭・地

域・学校等が連携・協力して活動を推進するために「第３次美瑛町子どもの読書活

動推進計画」を策定します。 
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第１章 美瑛町子どもの読書活動推進計画の基本的な考え方 

 

１ 子どもの読書活動の現状 

 

 （公社）全国学校図書館協議会が実施した「第６９回学校読書調査」（令和６年度調査）

によると、第２次計画策定時（令和３年４月策定）に４９．８％だった高校生の不読率（１

か月の間に１冊も本を読まなかった者の割合）は４８．３％に微減、小学生は５．５％か

ら８．５％に増加、中学生は１０．１％から２３．４％に大きく増加しています。これは、

各小中学校での「朝の読書」（※１）や中休み時の読み聞かせ（※２）など、様々な読書活動

推進の取組によって、子どもが本に触れる機会を設定している一方で、インターネット・

動画サイト等の映像コンテンツの普及による「読書離れ」「活字離れ」が進んでいるもの

と考えられます。 

 美瑛町においては、小学６年生と中学３年生を対象に行った「令和６年度全国学力・学

習状況調査」で、「家に所有する本が２５冊以下」と答えた小学生は２９．０％（全国 

３５．９％）、中学生は１３．９％（全国３９．６％）と、全国と比較すると美瑛町の子

どもは本に触れる機会が多いと考えられ、これは平成１６年度から実施してきたブック

スタート事業や小・中学校における「朝の読書」によって、本町の子どもたちの本に触れ

る機会醸成の効果が表れています。 

また、学習指導要領に示されている「生きる力の育成」を確実なものにしていくために

は、子どもたちを取り巻く家庭や学校、図書館など、地域社会全体での連携した取り組み

を、より一層充実させていくことが求められています。 

 

２ 基本理念 

 

美瑛町のすべての子どもが、いつでもどこでも自主的に読書活動を行うこと 

ができるよう、積極的にその環境の整備を図ります。 

 

３ 計画の期間 

この計画の期間は、令和８年度から令和１２年度までの５年間とし、必要に応じて計画

の見直しを行います 

 

４ 計画の対象 

この計画の対象は、０歳からおおむね１８歳までの子どもとします。 

 

 
 

※１ 朝の読書：学校で毎朝始業前に児童生徒教職員全員が自分で選んだ読みたい本を読む運動。1988 年、千葉県の 

高校教諭 林公（はやしひろし）氏が提唱して実践したのが始まり。 

※２ 読み聞かせ：子どもたちに絵本や紙芝居を見せながら、語り手が活字を読んで本の内容を伝える。  
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第２章 子どもの読書活動推進のための方策 

 

１ 家庭・地域・学校における子どもの読書活動の推進 

（１）家庭における読書活動の推進 

家庭は、子どもが最初に本と出会う場であるだけではなく、読書に対する興味や

関心を培う上で重要な役割を担っています。特に、文字を読むことができない乳幼

児期（０～５歳）には、読み聞かせなどを通して物語というものに触れ、実際に目

にする身近な世界とは異なる世界に対する想像力を培うことが大切です。 

子どもの成長とともに周囲の大人が読書に親しむ姿を見せたり、子どもと一緒に

本を読んだり、家族で図書館に出向いたりするなど、子どもが本に出会い、本に親

しむきっかけを作ることが望まれます。また、家族で本を読む時間を確保し、読書

を通じて家族で感じたことなどを語り合う「家読」を行うことで、心のふれあいに

もなり、家族間のコミュニケーションを深めることにもつながるよう、以下の取組

を推進します。 

【具体的な取組】 

○ブックスタート事業（※３）やおはなし会の開催 

○「家読」（※４）の積極的な推進 

・保護者による絵本や物語の読み聞かせ 

・食後や就寝前など、家族全員が読書をする時間の設定 

・デジタルデトックスの推進やノーゲームタイムの設定 

・折り紙の作り方や料理の本などを親子で読み、その内容を実践する 

○生活リズムチェックシート（※５） 

（読書習慣編）の定着推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※３ ブックスタート事業：赤ちゃんと絵本を開く大切さや楽しさを保護者に伝えながら、絵本や読み聞かせのアド 

バイス等が入ったブックスタート・パックを無料で手渡す事業のこと。美瑛町では、平成 16 年から乳幼児健診 

の際に保健センターで行っていたが、現在は生後６～12 か月の乳児親子を対象に図書館で行っている。 

※４ 家読（うちどく）：家庭での読書を通して、家族のコミュニケーションを図ろうという取組のこと。道教委で 

は、平成 23 年度から、北海道「朝読・家読運動」を実施している。 

※５ 生活リズムチェックシート：子どもの望ましい生活習慣の定着に向けて、早起きや学習・読書・運動の時間確 

保など、子どもの個別の目標に対応し、生活習慣を親子で改善するもの。生活全体編、家庭学習編、読書習慣 

編、運動習慣編、親子編がある。なお、それぞれ、小学校低学年用、小学校高学年用、中学生用の３種があ 

り、道教委のホームページからダウンロードできる。 

 

【図書館でのブックスタート】 
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（２）図書館における読書活動の推進 

子どもにとって図書館は、その豊富な蔵書の中から読みたい本を自由に選択し、読

書の楽しさを知ることができる場であり、保護者にとっては、子どもに読ませたい本

を選択し、子どもの読書について相談することができる場所です。 

美瑛町図書館は、平成２４年６月に「あそこに行けば何かある！」をコンセプトに

現在地に新築移転し、町民の身近な施設として広く活用されており、閲覧室や談話室

での学習活動やパソコン・視聴覚機器の利用などを目的として、多くの子どもたちが

訪れています。 

図書館の本来の設置目的である読書や調べものをする場所として活用している子

どもも見られますが、インターネットでの動画視聴やＤＶＤ視聴のためだけに訪れる

子どもも多いことは懸念されるところです。図書館に来館した子どもが、図書の世界

の広さや豊かさに気がつくことができるような取組や、様々な工夫で子どもの読書へ

の関心を引き出すよう努めます。 

また、図書館やなかよし児童館などで行われている、ボランティアによる読み聞 

かせやおはなし会は、子どもが読書に親しむ契機となっているため、これらの活動 

がより一層充実するよう支援し、以下の取組を推進します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊図書館における町民の利用状況（令和６年度実績） 開館日数 299日 

 全年齢 １日平均 ０歳～1８歳 １日平均 

利用登録者数…Ａ 6,845人 ― 1,192人 ― 

年間利用者数…Ｂ 15,289人 51.1人 4,537人 15.2人 

年間貸出冊数…Ｃ 67,525冊 225.8冊 26,221冊 87.7冊 

１人当たりの貸出冊数

…Ｄ※ 
 7.3冊 ― 24.1冊 ― 

年度末人口…Ｅ 9,235人 ― 1,090人 ― 

※Ｄ＝Ｃ÷Ｅ 

 

【図書館 絵本のへや】 

 

【図書館 児童書コーナー】 



5 

 

【具体的な取組】 

○時季ごとの企画や展示 

○図書館事業の充実（図書館フェスティバルや工作会など） 

○団体貸出の実施（※６） 

○ボランティアへの活動支援（おはなし会の開催など） 

○学校図書館活動への支援（読み聞かせ支援・団体貸出など） 

○道立図書館や他市町村との連携・協力 

○町内関係機関等との連携 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
※６ 団体貸出：公共施設、公共団体などの団体に対する図書館資料の貸出しで、随時必要な時に利用でき、長期貸 

出も可能なサービス。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図書館夏まつり・読み聞かせ】 

 

【企画展示】 
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（３）地域における読書活動の推進 

地域における子どもの読書活動を推進するために、子どもの生活に密着した町内の

様々な施設や機会を活用し、乳幼児期から本に親しめるよう、効果的な活動を推進し

ます。 

なかよし児童館や学童保育で行われている児童・青少年用図書等を活用した活動の

推進、並びに子育てに関する学習や相談の場となっている子育てサークルの活動時や

保健センターで開催する乳幼児健診時、ＰＴＡによる研修会等において、読書活動の

意義や大切さの啓発に努めます。 

【具体的な取組】 

○なかよし児童館や学童保育での読み聞かせなど、本に親しむ活動の工夫 

 

 

（４）子育て支援施設等における読書活動の推進 

幼稚園・保育園は、子どもたちが早い時期から本と出会う場所です。子どもたちが

先生や友だちと一緒に絵本や物語を楽しむことで、同じ世界を共有する楽しさや心を

通わせる一体感などを味わう貴重な体験ができ、本に対する興味や関心を持つととも

により豊かな感性が育ち、人への愛情や信頼感が育まれます。本の楽しさと出会うこ

とができるよう、幼稚園や保育園において、保護者会などで幼児期の読み聞かせ等の

重要性の啓発に努めます。 

さらに、幼稚園・子ども支援センターにて行われている未就園児を対象とした子育

て支援活動においても、読み聞かせ等を推進するとともに、保護者に対して読み聞か

せ等の大切さや意義の普及に努めます。 

また、学童保育や児童館などにおいても幼稚園・保育園と同様に、子どもと本の出

会う機会をつくり、子どもたちが自発的に読書に取り組むような環境づくりを推進し

ます。 

【具体的な取組】 

○読み聞かせなど本に親しむ活動の充実 

○保育士等によるお薦め本の紹介など、多様 

な本と出会う機会の設定 

○保護者会等での読み聞かせ講座などの実施 

○未就園児を対象とした子育て支援活動の中 

での読み聞かせ等の実施 

    ○学童保育・児童館への図書の団体貸出 

    ○胎教の一環として、妊娠期からの絵本の読み 

聞かせを推進 
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（５）学校における読書活動の推進 

学校においては、従来から国語などの各教科等における学習活動を通じて、読書活

動が行われており、子どもの読書習慣を形成していく上で、大きな役割を担っていま

す。子どもが生涯にわたって読書に親しみ、読書を通じて人生を豊かにすることがで

きるようにサポートするとともに、子どもたちが自分の考えを広げたり深めたりする

能力が育つ環境を整備し、適切な支援を行うことが求められています。 

小学生期における良質な本との出会いは、読書に対する興味・関心を広げ、中学生

期・高校生期における読書は、自我の確立や進路選択に大きな影響を与えるものであ

り、それぞれの発達段階に応じた体系的な読書指導を推進する必要があります。 

学校における読書活動は、すべての教科にわたって全校を挙げて取り組むものとし

て位置づけ、「本を読むこと自体が楽しい」という読み方を学校教育の中で教えるこ

とが望まれます。 

 

【具体的な取組】 

○朝の読書等、全校一斉の読書活動や読み聞かせ等の推進 

○学校の教育活動全体を通じての多様な読書活動 

○調べ学習（※７）を取り入れた教科指導 

○学校図書館の有効活用 

○保護者やボランティアとの連携による読書活動の推進 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※７ 調べ学習：子どもが自分自身の力で課題を設定し計画を立てて解決する、自ら学び自ら考える自主的、自発的 

な学習方法。  
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２ 子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備 

（１）図書館における読書環境の整備 

図書館は、子どもたちが自分が読みたい本を選び、読書を楽しむことができる場で

あり、気軽に利用したいと思われる場となることが求められていることから、蔵書の

充実を図り、学習図書や読みたい本などをすぐに提供できるよう、優良図書の紹介や

子どもたちの手が届く配架の工夫などに努めます。 

また、デジタル社会に対応した読書環境の整備を進めるため、電子書籍貸出サービ

スの取組や新刊情報などの電子資料の利用促進を進めます。 

平成２６年度に導入した道内初の読書通帳（※８）の利用促進を学校等に呼びかけ、

読書や図書館への関心を高めてもらうよう努めます。 

また、令和２年度に感染症防止対策として導入した図書消毒機を活用するなど、子

どもたちが安心して読書できる環境づくりに努めます。 

保育園や幼稚園、学校等との連携を図り、読み聞かせ会の実施や推薦図書を団体貸

出するなど、団体における読書活動を推進します。また、読み聞かせグループなどの

活躍の場と他市町村のグループとの交流の場を通した技術や企画の向上が図られる

よう支援します。 

 

＊図書館における蔵書数（令和６年度実績） 

一般書 ４９，６４０冊  

児童書 ２８，８５６冊  

合 計 ７８，４９６冊 （町民１人当たり  ８．５冊） 

 

【具体的な取組】 

〇電子書籍貸出サービスの推進 

○豊富で多様な図書資料や読書情報の整備・充実 

○話題の本や企画展示など配架の工夫 

○読み聞かせなどの読書活動の推進 

○図書・調べ学習に関するレファレンスサービス（※９）の充実 

○図書の団体貸出などによる学校等への支援 

○図書館システムを活用した図書検索の向上 

○読書通帳機の運用 

○図書消毒機を活用した図書利用の安全性の向上（※10） 

 

 

 
※８ 読書通帳：借りた資料の記録を残すことができ、子どもの読書意欲の向上を目的に、平成 26 年８月に導入し 

た。高校生以下は、無料で作ることができる。 

※９ レファレンスサービス：図書館などで、調べものの援助をする業務のこと。調査のための参考となる資料を整 

備・作成することも含む。 

※10 図書消毒機：紫外線により本に付着した雑菌やウイルスを消毒する機器。令和３年１月に導入した。  
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（２）学校図書館における読書環境の整備 

学校図書館は、子どもたちが日常的に読書を楽しむことができる場であるとともに、

読書活動や読書指導の場として、子どもの成長を支える重要な役割を果たしています。

児童生徒の豊かな心を育む「読書センター」としての機能と、児童生徒の自発的、主

体的な学習活動を支援する「学習情報センター」としての機能を果たすことで、学校

教育の中核的な役割を担うことが期待されているため、児童生徒が自ら考え、主体的

に判断し、行動できる資質や能力などの「生きる力」を育むための様々な学習活動の

支援に努めます。 

また、昼休みや放課後に好きな本を自由に読み、興味を持った事柄について調べる

など、子どもたちにとって「いつでも開いている図書室」であること、そして「心の

居場所」としての機能も備え、学校全体で学校図書館の活用方策や読書活動の促進方

策について意識の高揚を図ってまいります。 

【具体的な取組】 

○図書資料の整備と充実 

○図書資料のデータベース化と学校間及び図書館とのオンライン化 

○学校図書館の運営等に対する教職員間の連携・協力体制の確立 

○学校間や町立図書館、ボランティアとの連携・協力の促進 

 

３ 子どもの読書活動の普及・啓発 

子どもの読書活動の推進のためには、その意義や重要性について、広く町民の理解と関

心を深めることも大切です。大人も含めて読書活動に対する理解、関心を高められるよ

う、図書館や学校などが連携・協力して、普及啓発活動を推進していきます。 

また、子どもの読書習慣の定着を推進するため、読書通帳一冊満了（２１６冊）毎に本

を贈呈する「子どもの読書活動応援事業」を継続してまいります。 

【具体的な取組】 

○子ども向けの新着図書や推薦図書の普及 

○「子ども読書の日（※11）」や「こどもの読書週間（※12）」における事業 

の実施と行事に関する情報の提供 

○町の広報紙、ホームページ、フェイスブック等を利用した情報提供 

○「子どもの読書活動応援事業」の継続実施 

 

 

 

 

 
※11 「子ども読書の日」：「子ども読書の日」は、４月 23 日。国民の間に広く子どもの読書活動についての関心と理 

解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため、「子どもの読書活動の推進に関する 

法律」（平成 13 年）によって制定されたもの。 

※12 「こどもの読書週間」：「こどもの読書週間」は、４月 23 日～５月 12 日。「幼少の頃より書物に親しみ、読書の 

喜びを身に付けてほしい」という趣旨のもと、昭和 34 年に、社団法人読書推進運動協議会によって制定された 

もの。  
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第３次美瑛町子どもの読書活動推進計画の策定について 

 

１ 計画の目的と策定の理由 

美瑛町子どもの読書活動推進計画は、本町の子どもの読書活動を推進するた

めにその方針と取組方法を示しているもので、子どもの読書活動の推進に関す

る法律第９条第２項に基づき策定している。 

本町においては、平成２７年より策定しており、現行計画である２次計画の

計画期間が本年度をもって終了となるため、現在、新たに第３次計画の策定を

進めているところである。 

 本計画を基に、家庭・学校・図書館・地域が連携し、読書環境整備の他、読

み聞かせの推進や学校図書館支援など各種取組を推進する。 

 

２ これまでの経過と今後の予定 

令和７年７月  美瑛町図書館協議会において次期計画の策定について 

協議。２次計画を基に改定すべき点を意見聴取。 

 令和８年２月  教育委員会議にて計画について報告（１６日） 

議員協議会にて計画について報告（１９日） 

パブリックコメントの実施（２０日から３月１９日まで） 

意見３件 

３月  まちづくり委員会にて計画について報告（１１日） 

図書館協議会にて報告を経て計画完成後、施行（本日）

       

３ 第３次計画の概要 

第１章 美瑛町子どもの読書活動推進計画の基本的な考え方 

１ 子どもの読書活動の現状  

主に令和６年度における、本町の子どもの読書活動の現状を記載。 

２ 基本理念  

美瑛町のすべての子どもが、いつでもどこでも自主的に読書活動  

を行うことができるよう、積極的にその環境の整備を図る。  

３ 計画の期間 

令和８年度から令和１２年度までの５年間 

図書館協議会資料 

令 和 ８ 年 ３ 月 ２ ７ 日 



 

４ 計画の対象 

０歳からおおむね１８歳までの子ども 

第２章 子どもの読書活動推進のための方策  

１ 家庭・地域・学校における子どもの読書活動の推進 

家庭、地域、学校、図書館における読書活動の推進方策について 

記載  

２ 子どもの読書活動を推進するための読書環境の整備    

図書館及び学校図書館における読書環境の整備について記載  

３ 子どもの読書活動の普及・啓発 

 読書活動普及啓発に係る活動について記載  

  

４ 国・北海道と本町の動き（参考） 

平成１３年  子どもの読書活動の推進に関する法律が施行。市町村にお 

ける計画の策定については、努力義務として規定。  

平成１４年  国（第１次）子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 

策定 

平成１５年  北海道（第１次）子どもの読書活動の推進に関する基本的な 

計画策定 

平成２７年  第１次美瑛町子どもの読書活動推進計画策定 

令和３年   第２次美瑛町子どもの読書活動推進計画策定  

令和５年   国（第５次）子どもの読書活動の推進に関する基本的な計画 

策定         

北海道（第５次）子どもの読書活動の推進に関する基本的な 

計画策定        

 

          

  

 


